
２０２３年  １２月  １７日 

 主 日 礼 拝 

 司  会        ②石井 秀人兄 

奏  楽  

祈  祷        ②白川 達男兄 

賛  美  聖歌１２８番「たがいによろこび」 

       ＆ 聖歌１２９番「み使いのたたえ歌う」  
詩篇２３篇 

聖書朗読  マタイによる福音書４章１２～１７節 

特別賛美  WINGS 

   メッセージ 「主は暗闇の中に輝く光」 

                              石井 潤 牧師 

献  金 讃美歌１２１番「まぶねの中に」 

賛  美 「ただ一つの願い」 

祝  祷 

お知らせ  〔司会者〕 

賛  美  「主イエス神の愛」 
 

☆礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！☆ 
《今週のお知らせ》 

★本日も礼拝の恵みを感謝致します！午後は聖歌隊の練習が行われます。 

☆今週の祈り会： ○早天祈祷会、明朝６時。 ◎木曜：午前１０時半、 

  夜７時半（大和祈祷会ライブ映像）。 ○準備祈祷会：土曜夜８時。 

★木曜午後２時から、上田市大手の石井兄姉宅にて家庭集会が行われます。 

☆来週の日曜日は、「クリスマス礼拝」です。（司会：白川兄 祈祷：石井兄）。 

★今年も一年守られたことを感謝して「年末感謝献金」をお捧げ致しましょう！ 

★☆一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１２/１７－/２４〕 
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「あなたたちは世の光である。丘の上に建てられた町は隠れることができない。また人はとも

しびをともして升の下に置くことはせず、燭台の上に置く。それでそのともしびは家の中にあ

るすべてのものを照らす。そのようにあなたたちの光を人々 の前に輝かせなさい。彼らがあな

たたちのすぐれた徳行(賞賛に値する [気高い･よい] 行ない)を見て、天におられるあなたたちの

み父を認める(尊ぶ [賛美する･崇める] )ためである。」マタイ5章14-16節 [詳訳聖書] 

 

主イエス様は、クリスマスに暗闇に輝く光としてこの世に来てくださいました。この世界は、

闇に包まれています。だからこそ、主の光も輝くのです。また、主は再び来られようとしていま

す。クリスマスに来られた時を「初臨（ファースト・カミング）」。そして、世の終わりに再び来られ

ることを「再臨（セカンド・カミング）」と言います。そして今、このセカンド・カミングの日が近づい

ていると言われています。 

そして、今、私たちに課せられているのは、その光なるお方をますます見上げて、私たちは

その真実の光であるお方の証人として、信仰の光を輝かせていくのです。そのために、私たち

は真実なお方を明らかにしてくださる聖霊様を飢え渇いて求めて祈る必要があります。 

「紀元前１世紀。ユダヤの最後の預言者が死んでから、もう、４世紀が経つ。しかし、ここ

に一人の男がいる。エルサレムの城壁の外に住む風変わりな賢者で、どんな時でもとにかく

祈る人物だった。彼の名前はホニ。民には神の声は聞こえなくても、神には民の声が聞こえ

ると、彼は信じていた。雨というものは、ちゃんと降っているときには気にも留めないが、まったく

降らなくなると、そのことしか考えられなくなる。民の希望は、もはやホニだけだった。彼は雨乞

いの祈りで有名だったが、サークル・メーカーという異名を持つようになったのはこの日のことだ。

二メートル近い杖を手にしたホニは、コンパスの軸のように回り始めた。一定の速度できれい

な円を描いていく。90 度、180 度、270 度、360 度。群衆が見守る中、ホニは目を上げるこ

ともしなかった。何時間にも思える何十秒かが過ぎ去り、彼は自分が描いた円の中に立って

いた。それからひざまずくと、天に向かって両手を上げた。天からの火を呼び求めたエリヤのよ

うな威厳をもって、ホニは雨を呼び求めた。『万物の主よ、大いなる御名の前で誓います。あ

なたがあなたの子どもたちにあわれみを示してくださるまでは、私は決してこの円から出ませ

ん』。そのことばを聞いた者たちはみな、震え上がった。声が大きかったからではない。その声

が権威に満ちていたからだ。つゆほどの疑いも含まない声だった。この祈りは、彼の声帯を通

って出てきたのではない。掘り抜き井戸から湧き出る水のように、彼の祈りは魂の奥底からあ

ふれ出てきた。そのことばは決然としているが謙虚で、確信に満ちているが柔和、期待には

ちきれそうだが押しつけがましくなかった。そして、事は起きた。」（「サークル・メーカー」から） 

「主は暗闇の中に輝く光」 
～私たちも主の光を大胆に輝かそう！～ 

 

 


